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1. 本誌 は､物性 の研究 を共同 で促進 す るため､研究者 が その研究 ･意
見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情報 を速 や か
に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇
載 内容 は､研究 論文､研究会 ･国際会議 な どの報告 ､講義 ノー ト､
研究 に開通 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リン ト案内､ ニ ュー
スな どてゝ す｡
2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 をい ませ
ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す ることを著 しく不適 当 と認 めた ち
の につ いては､改訂 を求 め､ または掲載 を拒絶 す るこ とが あ ります｡
3. 本誌 の掲載 論文 を他 の学術 雑意志に引用す ると きは､著者 の承諾 を､
得 た上 で Privatecommunication 扱 い に して下 さい ｡
投稿規定
1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 するため
に極 力簡青紫にお書 き下 さい ｡
2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コピー)提 出 して下 さい｡
3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､
立体 "['､ イ タ リック =_ "､ ゴシ ック "～ "､ ギ リシャ文字 "ギ巾､
花 文字 ､大文字 ､小 文字等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに
くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ I(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ
ル)､ uとV､ †(ダガ-)と+ (プ ラス)､4･と卓とF'と¢等 も赤 で指定 し
て下 さい｡
4, 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡
5. 1行以内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際
の切 れ 目 を赤 で指定 して下 さい｡
6. 図 は その まま印刷 で きるもの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コ ピー を本文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位置 を
本 文の欄外 に赤 で指定 して下 さ い ｡ 図の締■尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡
図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19crt)以 内 に入 らない もの､ その まま印
刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 めていただ きます ｡
国 中の文字 はブ古宇 にいた しませ ん｡図 の説明は別紙 に書 き､ 原稿 に
i添えて下 さい｡
7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 はで きるだけ避 け るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請求下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ
てか ら 1ケ月以内 に納 めて下 さい ｡ (郵便切 手 によ る受付 はいた し
ません｡)





日本学術会議 は第 13期 に大 きな塊構改革が行 われた｡会長の決定が有権者 に-よ
る直接選挙制 か ら各学 会か らの推薦制に変わ り､同時 に研究連絡委員会が法制化 さ
れ拡充 され た｡物理学研究連絡委員会は定見が 75名 とな り､その中に物性物理専
門委員会 (定点 21名)が おかれ ることにな った｡
物性物理専門委員会 は第 4部物性関係会見 (1名) ､ 日本物理学会推薦委長 く8
名)､物性 グループ推薦委員 (9名)､ 日本応用地気学会推薦委員 (1名) ､物性
研究所長 (1名) ､補充委員 (1名)に より構成 された｡ この うち物 理学会推薦委
員は物理学全会員の遥挙で ､物性グループ推薦委負 は物性 グループ百人委負 の選挙
で ､補充委員 は専門委員会 において選ばれた｡専門委見合 は上記 21名の委員に I
UPAP専門委負 の うち物性関係委員が加わって開催 され ることにな った｡委員 名
はつ ぎの通 りで あ る｡
全点 :中嶋 貞雄
物理学会推薦 :勝木 混､金森脹次郎､川路紳治 ､借景豊一郎､
鈴木増雄､伊達宗行､中井祥夫 ､中村輝太郎
物性 グループ推薦 :糟谷忠雄 ､合田正毅 ､佐藤清雄 ､三本木 孝 ､長 岡洋介 ､
中山正敏､三輪 浩､ 祥 素英､渡部三雄
日本応用磁気学会推薦 :杉本光男
物性研所長 :豊沢 豊 (のち守谷 亨に交代)
補充委員 ;加藤範夫
IUPAP委員 (物性関係) :石川義和 (任期 中死去)､上村 沈 ､久保亮五
1985年 9月6日第 1回物研連委員会全体会蟻 と専門委見合が開催 され､全体




専門委員会 は物 研連 の全体会強か開かれ るの にあわせ て ､計 8回､いずれ も日本
学術全強全紙室 において開催 された. 2)
第 1回 1985年 9月6日
第 2回 1986年 1月10日
第 3回 同年 6月18日
-1178-
議事録
第 4回 同年 11月 12日
第 5回 1987年 2月･23日
第 6回 同年 6月11日
第 7回 同年 11月 12日
第8回 1988年 2月 18日
委員会 にお け る主な審議事項はつ ぎの通 りで あ る｡
(1)物性′ト委員会 との関係
物性′ト委員会 は物研連の も とにおかれ､物性 グループの 中心 として活動 して きた｡
専門委員会 は物小委の果 して きた役割の うち共同利用 研委負 の推薦等の"公'的な部
分 を引 き継 ぎ､物小委 は物性委見 合 と改称 して物性 グプレープ 内の委員会 として活動
を続 け るこ とにな った｡
(2)共同利用研委員の推薦
(1)の決 定 に基づ き､各研究所長からの依頼 に よ り物性 研究所協練合委点 ､同
人事選考協強全委員 ､基礎物理学研究所運営委員会委員 の推薦 を行 った｡物性研共
同利用施設専門委員会委員 ､基研研究部点は従来通 り物性 グループ百人重点の選挙
に よって推薦 した｡
(3)大型施設将来計画の●検討
中性子 ､放射光等の物性関係大型施設の計画 を牧村 す るため ワー キング ･グルー
プ を設 けた｡委貞 はつ ぎの通 りで あ る｡
重点長 :伊達宗行
一般委員 :糟谷忠雄､上村 淡 ､川路紳治 ､加藤範夫
専門家重点 :石川義和 ､永嶺謙忠 ､星埜禎男､石井武比舌 ､遠藤康夫 (石川
委負死去ののち補充)､山田安定
委員会 はワー キング ･グループの報告に基づ き箸議 した｡原研改 3号炉設備計画 ､
大 型ハ ドロ ン計 画 (パル ス中性子物性 ､ミューオン物性 を含 む)についてはその推
進 を支持す るこ とを決定 した｡
(4)基礎研究将来計画の検討
物性研究 においては大型施設の計画 とともに中′ト規模 の基礎研究の充実が重要で
あ る との認識 か ら､ r物性物理におけ る基礎研究 ｣ ワー キ ング ･グループ を設けて
検紺 をすすめ た.委員 はつ ぎの通 りで ある.
委員長 :金森瓶次郎
委見 :佐藤清経 ､長 岡洋介 ､小杯俊一 ､新庄輝也 ､仁科雄一郎 ､守谷 亨 ､
竹 内 伸
審強 の詳細 は議事録 を参府 されたい . 2)
将来計画 ((3)と (4))につ いては 1987年 11月 30日､ 12月 1日の両
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日､物性 研究所 において研究会 を開催 し､討議 を行 った. 3)
3.大 型施設計 画 ワーキング ･グループ の活動 4)
物性物理学 は研究対象の多彩性 を反映 して個 々の研究者の独創性 と独 自性 に重点
を置 くいわゆ るスモールサ イエンスが基本 だが ､近年 い くっ かの大 型で高価な施設 ､
機器 の必要性が 無視で きな くな ってい る｡そ こで表記の ワーキング ･グループ を作
り､ この 間題 の検討 を行 った｡評議 の結果早 急に検討すべ き課題 としてつ ぎの 4件
につ いて調査 す る▲事 とな った (括弧 内は所要粒子線発生境器) ｡
(1)中性子物性 (原子炉 )
(2)パ ル ス中性子物性 (加速券 )
(3)放射光物性 (加速器)
(4) ミュオ ン物性 (加速器)
以下 ､ これ らについての検討状況 につ いてのべ る｡
(1)原子炉 を用 いた中性子物性 は 2つの問題が あ る｡第 1に国内原子炉 問題で ､
これ は現 在東海村で いわゆ る原研改造 3号炉 の工事が進行 中で あ り､ これに設置 さ
れ る中性子 回折装置の整備が最重点で あ ると結論 され る｡ したが って約 20億円 を
かけて物性 研 を窓 口 とした整備計 画 を推進す るよう物研連 に報告 し､了承 され た｡
これ はほぼ 脱調 に進行 してい る.第 2の 問題 は国際協力 問題で ､米 国オー ク リッジ
ANS計 画で は約 600億円をかけて次世代 の 中性子回折原子炉 を 日本 と共 同で作
りたい とい う提案 ､お よび 日仏間で のやや′ト型なが ら似 た ような課題 につ いて検討
した｡計 画 それ 自体 に未定要素 はあ るが ､国内で将来大 型原子炉 を作 りに くい現状
をふ まえ､ これ らの国際協力 を境極的に推進すべ きで あ るとの事で意見か一致 した｡
(2)パ ル ス中性子 については現在 ､大 型ハ ドロン計画 ､すなわち原子核研究所 を
転換 し､新 しい加速器群 を筑波地区 に作 ろ うとい う案に乗 り､ この中でパル ス中性
子発生 ビー ム を確保 して従来 か ら検討 されて来 たKENS- ⅠⅠ計画 を実現 す るの
か よい､ との結論 を得 た｡現在関係者間での協強が進行 中で あ る｡
(3)放射光 問題 については､物性研究 の立場 か らす ると高輝度 Ⅹ線 を利用 す る構
造解析 と真空紫外 を用 い る分光学 (以下 VUV と略す)の両面が あ る.物性研で は
従来 よ りVUV中心で あ るが ､ これの推進 はKEKに 1GeV リングを新設 す るの
か理想 だが ､過渡的 にはKEK- PF2.5GeVを 1.5GeVに下 げて運もす る
集か検討 されて い る. しか し一方で は 1- 3GeV奴の もの を広 島､あ るいは仙 台
に作 ろ うとの集 ､あ るいは大 型 (6- 8GeV)の もの を関西 に作ろ うとの案 ､ さ
らにはKEK- PFの将来計画 として 10GeVスーパー PF案な どが 出 されてお
り､学 問的 ､行政的な整理が必要 とな った｡ その対策の一つ として 1987年 11
月 18日に 日本学術金紙 において物研連 を中心 としたシ ンポジウムが開 かれ た.
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(4) ミュオ ン物性 につ いてはパル ス中性子 と同 じ く大 型ハ ドロン計 画の 中で 考 え
よ うとい う事で 意見が一致 した｡ これ につ いて も関係者 の間で協議が進行 中で あ る｡
4.基礎研究 ワー キ ング ･グループの活 動4)
1986年 6月 18日に開催 された物理学 研 究連絡委員会物性物理専 門委員会 の
決議 に基 づ いて標記 ワー キング ･グループが 発 足 した｡ このグループ の作業 目的 は ､
さきに発足 した ｢大型施設計画 ｣ ワー キ ング ･グループ と相補的に､物 性物理学 の
分 野で の スモー )レサ イエtンスに属す る研究 につ いて ､その充実発展 の ための方 策 を
検討 す るこ とで あった｡グループ は同年 9月 10日物性研で ｢大型施設計 画 ｣ワー
キ ング ･グループ との合 同の会合お よび 第- 回の会合 を まず開催 し､ また 1987
年 2月23日午 前 に第 2回会合 を開催 す る と ともに ､文書 に よる相互連絡で具 体 案
の と りま とめ を行 った｡ これ らの討議 の 内容 は逐次物性物理専門委見合 お よび 物 研
連 に報 告 して大網 の承認 を得たが ､最終的 に 1987年 6月 11､ 12日の両委 員
会 に報告 を提 出 し承認 を得 た｡
報 告で は､ わが 国の物性研究に とって ､現 在 最 も整備 を必要 として い るの は ､大
型施 設 は別 と して ､共同利用性の高い中型の汎用 研究機 券で あ るこ とを指摘 し､第
- に それ らを具 体 的 に リス トア ップ して ､必 要 な予 算規 模 を推定 した｡第二 に これ
らの研究 機器 は- カ所 に集中す るので はな く全 国的視野で設置 され る必要が あ るこ
とを指摘 し､ これ らのハ ー ドウエア を共 同利用 す るための有効な一般 方策 (ソフ ト
ウエア) と して ､新設 あ るいは既存の各種研究 施設 に新 しい共同利用機能 (地域 共
同利用 ) を付 与 す るこ とを提案 した｡ さらに運営 システム として ｢地域共 同利用 施
設 ｣群 を緩や か に結び付 け る ｢地域セ ンター ｣ (国分寺 )設置の構想 を提案 した｡
日本学 術会議 は第 102回総会 (1987年 4月 22- 24日)で r地域 型研究 棟
関 (以下で は地 域セ ンター とい う)の設立 につ いて ｣ とい う勧告採択 したが ､ それ
に述 べ られて い る地域 型研究機関は､我 々の意 図す る地域共同利用機能 と他方 で は
特 定 の地域 の集 中的研究 とい う二つの可 能性 を含 んで い る｡ また地域産業 との産 学
共 同等 を 目指 した研究セ ンターが昭和 62年 度 に幾 っかの大学で設置 され る運び に
な って い る｡物 性物理学 の場合 ､その研究 の規 模が比較 的′トさ く､ また研究対 象 が
多岐 に亘 って いて ､各地の大学 その他が独 自の研究 を推進す るのか最 も有効な分 野
で あ るこ とと､多様 な物性測定 とい う研究 の性 格 か らかな り高額の共 同利用 に適 し
た中型研究機 器 を数多 く必要 とす るこ とか ら､ ｢地 域セ ンター ｣ とい う一 般計 画 の
背景 の 中で の一 つ のモデ ルケー ス として物性物 理学 の計 画 を推進す るこ とを提案 し
た次 第で あ る｡ したが って我々の報告 は物性物理研究の ために最 も適 した形 の組織
と しての ｢地域セ ンター ｣の具体案 を論 じた もので あ る｡




牧羊ない しは ｢地域共同利用施設 ｣が どのような形で設置す ることが可能であるか
とい う検討 を行 った｡ 3)
さらに物性物理 としての研究推進のために､新 しい情報交換 ･相互援助のための
非公式な組織 を作 ることも提案されたが､その具体化は今後の沌論待ちである｡
1)委見合成立の経緯 については､
中嶋貞嘩 ｢学術全強 ･物研連報告 ｣事務局報 1984-No.6.
2)専門委員会法事録 は物性グループ事務局報､物性研だより､物性研究に掲載 さ
れている｡
第 1回～第4回 :事務局報 1987-No.9､だより27-1､
研究 48-2｡
第5回､第 6回 :事務局報 1987-No.1､だより27-5､
研究 49-4｡
第7回 :事務局報 1988-No.3､だより28-4､研究 50-6｡
第8回 :事務局報 1988-No.4､だより28-4､研究 50-6｡
3)研究会報告 物性研だより27-6.





出席者 長岡洋介 禅索英 勝木 渥 合田正毅 佐藤清雄 中井祥夫 伊達宗行















里P.諭 渡 部 三 雄 (2年) 長 岡 洋 介 (1年)
冥験 伊 達 宗 行 (2年) 小 林 俊 一 (1年)







































出席者:中嶋貞雄 (委員長) 勝木渥 加藤範夫 柑谷忠雄 川路和治 信貴豊一郎 伊達宗行






最終案はIUPAP専門委員会でまとめることになる｡ これまでの原則 ｢IUPAP コミッショソ ･
メソバーを派遣する｣に従えば､半導体国債会議に上村洗氏 (CommissionChairman)を､磁
性国際会議に守谷亨氏 (CommissionMember)を派遣する可能性が大きい｡












長坂慎一郎 (山形大理)､藤田敬三 (広大理)､長岡洋介 (名大理)､永田-清 く東工大理)､
都福亡 く北大理)､好村滋洋 (広大総合科)､平井牽 く京大理)､寿栄松宏亡 く東大理)0
b)百人委員による基礎物理学研究所研究部負の選挙 (昨年12月24日開票)の結果､下記の5名
を日本学術会議会長に報告する｡
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8.宛 先 〒 606京郡市左京区北白川追分町
京都大学基礎物理学研究所長
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昭和 年 月 日
(別紙柱式)



















基 礎 物 理 学 関 係 各 研 究 所 長 殿








なお当研究員は原則 として基研研究員として採用 され ます.
記
研 究 員 募 集 要 項





2 .支 給 月 劫
月 額 123 ,000円
支給期間は 1年間を原則 とするが.場合により1年延長することが
ある.
3.研 究 場 所
基礎物理学研究所 において研究することを原則 とする.
4.募 集 人 員
3 名 (内訳はだいたい素粒子論 2名､物性論 1名､中間の領
域 については適宜定める)
5.応 募 書 類
①申込書 (別紙様式 による)
②発表論文 リス ト
共著論文の場合は共著書名 を明記すること 各 2部
⑨おもな論文の別冊
④研究計画 (なるべ く具体的に記すこと)




審査は基礎物理学研究所運営委員に俵鼓 し､ 1989年 1月下旬 に
選考 して太人 に通知する.






このたび別紙関係書類 を味 えて貴財団奨学研究員 に応暮 しますの





昭和 年 月 日生
財団法人 湯川記念財団







高等学校昭和 年 月 高等学校 課程卒業
大学 昭和 年 月 大学 学部入学
沼南 年 月 大学 学部 学科卒業 i
大学院 昭和 年 月
大学大学院 研究科入学
専攻科目 (具体的に )昭和 年 月博士課程修丁 ;見込
-1192-
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会員規定
個人会 員
1.会 費 :当会 の会費は前納 制 をとっています｡ したがって､ 3月末 ま
で になるべ く 1年間分会 費 を御 支払 い下 さい ｡
なお新規入会 お申込 みの場合 は下記 の会 費以外 に入会金 と し
て､100円 お支払 い下 さい｡
1年間の会費





(1年分 まとめてお支払 いが困難 の向 きは 1volume 分ずつで も
結構 です)
2. 支払 いの際 の注意 :なるべ く振替用紙 を御利用の上御納 入下 さい｡
(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金書留 は御遠慮下 さい)
をお通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい ｡
雑誌購読者以外 の代理 人が購読料 を送金 され る場合 ､必ず会員本
人の名前 を明記 して下 さい ｡
3. 送本中止の場合 :次 の volumeよ り送本中止 を希望 され る場 合 ､
かを らず ｢退 会届｣ を送付 して下 さい ｡
4. 会 費の支払遅滞 の場合 :当会 の原則 と しては､正 当な理 由 な く2
vols.以上 の会費 を滞納 された場合 には､送本 を停 止す ることにな
ってい ますので御留意下 さい ｡
5. 一括 送本 を.受ける場 合 :個 人宛送本中 に大学等 で一括配布 を.受け
る様 になった場合 は､必ず ｢個 人宛送本中止､一括配布希望｣ の過
知 をして下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡
6. 送本先変更 の場合 :住 所､ 勤務先の変更等 によ り送本先が変 った
場合 は､必ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学校 ､研究所等機関会員
1. 会費 :学校 ･研究所等 での入会及 び個人 で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､
年間15,600円 です｡ この場合 ､入会金 は不用です｡学校 ､研究所 の
会 費の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み をされ る時､支孤
いに請求､見積 ､納 品書が各何通必要 か をお知 らせ下 さい｡
なお､当会 の請求書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい ｡
2. 送本 中止の場合 :発行途 上 にある volumeの途 中送本中止 は認 め
られません｡退 会 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明
記 して ｢退 会･届｣ を送付 して下 さい ｡
雑誌未着の場合 :発行 日よ り 6ケ月以 内に当会 まで ご連 絡下 さい｡
物性研究刊行会
〒606京都市左京区北 白川追分町 京都大学湯川記念館 内
℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直通)
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○講義ノー ト
｢擬一次元導体の物性｣ 三本木 孝-- 963
○修士論文題目 ･アブス トラクト(1987年度)その2---･----1002
0修士論文 (1987年度)
空間分解法による励起子の空間伝播の直接観測･-河相 武利---1130
○議事録
第13期物研連物性物理専門委員会報告
第7回物性専門委員会(第13期)議事録
第8回物性専門委員会(第13期)議事録
○掲示板
基研研究員 ･湯川奨学研究員公募について
○編集後記
